
主な内容

自然の保護のためにこの広報は再生紙を利用しています。

　町の人口　　　7，471
　　　　　　前月比（　　）
　　男　　　　　3，541人
　　　　　　前月比（　　）
　　女　　　　　3，930人
　　　　　　前月比（　　）
　世 帯 数　　　2，744戸
　　　　　　前月比（　　）

平成15年1月1日現在

YOSHITOMI

広報広報

町の木／もくせい　町の花／さつき

申告相談日程のお知らせ………………………………………………２～３

12月定例議会報告………………………………………………………４～５

４月からごみの収集の仕方が一部変わります……………………………８

　大人の仲間入りをする新成人を祝福する成人式が１月12日、吉富
フォーユー会館で行われました。
　式典後の立食パーティーでは、旧友や恩師の先生たちと再会し、
話がつきませんでした。
　平成15年の新成人は、男性48人・女性58人の計106人でした。

（関連記事は９ページ）

－3

－2

－1

－2

◆町の現況◆

旧友や恩師と楽しく再会旧友や恩師と楽しく再会

平成15年吉富町成人式平成15年吉富町成人式平成15年吉富町成人式
月号

No.609

2003.2.1
２



2

月　　日 曜日 会　　場 受付時間 主な該当地区 相談内容

2月 17日

18日

19日

20日

21日

24日

25日

26日

27日

28日

3月 3日

4日

5日

6日

7日

10日

11日

12日

13日

14日

17日

月　　日

広域申告センターを利用される方へ

2月

※備考

25日

26日

27日

広域申告センターについてのお問い合わせは、行橋税務署へお願いします（　0930‐23‐0582）

月
町　内　全　地　域

火

水 幸 子 上

木 幸子古・幸子団地

金 別 府

月 楡 生 ・ 鈴 熊

火 今 吉

水 土 屋

木 直 江

金 吉富フォーユー

会　　　　　館

午前9時00分から

午後4時30分まで

界 木 住 民 税
（所得税等含
む。）

月 和 井 田

火 広 津 上

水 広 津 下 ・ 昭 和

木 小 犬 丸 上

金 小 犬 丸 下

月 喜連島上・喜連島下
・ 高 浜火

水

木
町 　 内 　 全 　 地 　 域

金

月

曜日 会　　場 受付時間 対　　象　　者 相談内容

火 広域申告センタ

ー
（豊前市総合福祉

9時から12時まで

13時から16時まで

事業・譲渡

所　　　得
水 税務署申告相談対象者

木

町

内

全

地

域

　該当する地区の日に都合のつかない方は、上記の日程で都合のよい日をご利用ください。
　又、事務の都合上、役場での申告相談は行わず、吉富フォーユー会館のみでの受付となりますので、
皆様のご理解・ご協力をお願いします。
　税務署からの通知により、税務署等での申告を行うように指定された方につきましては、市町村で
の受付は行いませんので、必ず税務署等で申告をしてください。なお、指定された期日に申告の出来
ない方は、行橋税務署へご相談ください。

　本年も住民税・所得税の申告時期になりました。

　吉富町では、下記のとおり申告相談を行いますので、なるべく該当地区の日程をご利用

くださいますようお願いします。

　申告期間は、２月16日（日）～３月17日（月）です。

申告相談日程のお知らせ申告相談日程のお知らせ申告相談日程のお知らせ

《平成15年度　申告相談日程表》
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①
申
告
書
（
役
場
で
準
備
し
て
い
ま 

 

　
す
。
税
務
署
よ
り
申
告
書
が
送
付

　
さ
れ
て
い
る
方
は
持
参
く
だ
さ
い
。
）

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

③
給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
ま

　
た
は
給
与
支
払
証
明
書
な
ど

④
年
金
が
あ
る
方
は
、
年
金
の
源
泉

　
徴
収
票

⑤
給
与
所
得
者
以
外
の
方
は
、
所
得

　
金
額
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
書
類

　
（
収
入
と
支
出
が
わ
か
る
も
の
）

⑥
生
命
保
険
や
損
害
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
方
は
控
除
証
明
書

⑦
社
会
保
険
（
国
民
健
康
保
険
・
国

　
民
年
金
を
含
む
）
に
加
入
し
て
い

　
る
方
は
領
収
書

⑧
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
昨

　
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

　
書
及
び
保
険
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

　
額
の
わ
か
る
書
類

⑨
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

　
は
障
害
者
手
帳

⑩
そ
の
他
関
係
書
類

　
申
告
は
、
住
民
税
や
国
民
健
康
保

険
税
を
計
算
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

と
な
る
ほ
か
、
児
童
手
当
や
保
育
料

計
算
な
ど
各
種
制
度
と
の
関
連
が
あ

り
ま
す
。
所
得
が
な
く
と
も
、
こ
れ

ら
の
制
度
上
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
告
書
を
提
出
さ
れ
ま
せ

ん
と
、
所
得
の
有
無
が
分
か
ら
な
い

た
め
、
未
申
告
と
し
て
判
断
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
所
得
を
申
告
し
て
い
る
方
で
、

従
来
よ
り
農
業
所
得
標
準
を
適
用
し

て
申
告
し
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
す
で
に
回
覧
等
で
通
知
し
て
い

る
と
お
り
今
年
度
か
ら
収
入
金
実
額

方
式
で
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
収
入
金
額
が
わ
か

る
書
類
及
び
領
収
書
等
持
参
す
る
書

類
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
橋
税
務
署
も

し
く
は
吉
富
町
役
場
税
務
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
行
橋
税
務
署

　
０
９
３
０
・
２
３
・
０
５
８
２

○
吉
富
町
役
場
税
務
課

　
０
９
７
９
・
２
４
・
１
１
２
５

《
申
告
に
必
要
な
も
の
》

所得税・町県民税の申告をする必要がありますか?

スタート

平成15年１月１日現在吉富町に居住して
いましたか？

平成14年中（１月１日～12月３１日まで）
に収入がありましたか？

所得税の確定申告をされる予定ですか？

平成14年中の所得が給与所得のみ、また
は公的年金のみですか？

住民税（所得税の申告になる場合があり
ます）の申告が必要です。

平成15年１月１日現在居住していた市区
町村に確認してください。

同居の誰かに扶養されている場合は申告
は必要ありません。
ただし国民健康保険に加入している方に
ついては、申告が必要です。

所得税の確定申告は、行橋税務署、吉富
フォーユー会館で相談を受け付けます。

基本的に住民税の申告は必要ありません。
ただし、給与所得者で年末調整をしてい
ない人や公的年金所得だけの人でも各種
控除を受ける場合は申告が必要です。

このフローチャートはあくまでも目安で
あり、所得と控除の関係で各人の申告は
異なりますので、詳しく知りたい方は、
お問い合わせください。

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい
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※
　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一
般
職

の
職
員
の
給
与
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

（
期
末
・
勤
勉
手
当
で
は
、
３
月
の

期
末
手
当
を
０
・
０
５
月
分
減
額
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る

　
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

　
に
関
す
る
条
例

　
一
般
職
に
準
じ
て
給
料
表
の
改
定

を
行
う
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
吉
富
町
水
道
事
業
給
水
条
例

　
水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
貯
水
槽

水
道
に
関
し
、
町
の
責
務
を
新
し
く

規
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

《
一
般
会
計
》

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千
八

百
二
十
二
万
円
が
増
額
さ
れ
、
予
算

総
額
は
、
二
十
七
億
九
千
四
百
七
十

一
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

《
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
》

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
六

十
万
八
千
円
が
増
額
さ
れ
、
予
算
総

額
は
、
七
億
一
千
七
百
七
十
七
万
一

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

《
老
人
保
健
特
別
会
計
》

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
万

円
が
増
額
さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
八

億
二
千
三
百
二
十
六
万
七
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

《
水
道
事
業
会
計
》

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
二
十
五
万
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
は
、
一
億
五
千
二
百
三
十
万

六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
吉
富
漁
港
環
境
整
備
事
業
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
建
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
・
工
事
箇
所
　
大
字
小
祝

　
・
工
事
概
要
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
・
請
負
契
約
額

　
　
　
　
二
億
五
千
二
百
万
円

　
・
工
期

　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
八
日
ま
で

　
・
工
事
請
負
人

　
株
式
会
社
　
大
林
組
　
九
州
支
店

※
　
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手

　
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

　
団
体
の
数
の
増
減
及
び
福
岡
県

　
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

　
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
の

　
協
議
　
　

　
宗
像
市
及
び
宗
像
郡
玄
海
町
が
平

成
十
五
年
四
月
一
日
に
合
併
す
る
こ

と
に
伴
い
ま
す
加
入
・
脱
退
及
び
一

部
事
務
組
合
の
解
散
に
よ
る
脱
退
並

び
に
名
称
の
変
更
に
伴
い
、
当
該
組

合
規
約
の
一
部
を
変
更
し
、
当
該
組

合
を
構
成
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

を
増
減
す
る
協
議
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
を
組

　
織
す
る
市
町
村
数
の
増
減
の
協
議

　
宗
像
市
及
び
宗
像
郡
玄
海
町
が
合

併
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
十
五
年

三
月
三
十
一
日
を
限
り
に
両
市
町
を

一
度
脱
退
さ
せ
平
成
十
五
年
四
月
一

日
か
ら
新
市
の
宗
像
市
を
加
入
さ
せ

る
こ
と
の
協
議
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等

　
公
務
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す

　
る
市
町
村
数
の
増
減
の
協
議

　
宗
像
市
及
び
宗
像
郡
玄
海
町
が
合

併
す
る
こ
と
に
伴
い
ま
す
協
議
で
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基

　
金
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数

　
の
増
減
の
協
議

　
宗
像
市
及
び
宗
像
郡
玄
海
町
が
合

併
す
る
こ
と
に
伴
い
ま
す
協
議
で
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

※
　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

　
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　
の
協
議

　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約

に
規
定
す
る
広
域
連
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
、
広
域
連
合
の
議
会

の
組
織
・
広
域
連
合
議
員
の
選
挙
の

方
法
、
広
域
連
合
議
員
の
任
期
及
び

広
域
連
合
の
経
費
の
支
弁
の
方
法
を

変
更
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
吉
富
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
議

会
の
議
員
の
定
数
は
法
律
で
は
な
く

条
例
に
よ
り
自
主
的
に
決
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
た
め
に
行
な
う
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
☆
地
方
税
源
の
充
実
確
保
に
関
す

　
　
る
意
見
書

　
☆
国
民
の
主
食
・
米
の
生
産
を
守

　
　
り
、
国
民
に
安
定
供
給
を
は
か

　
　
る
米
政
策
の
実
現
を
求
め
る
意

　
　
見
書

　
い
ず
れ
も
可
決
し
、
関
係
省
庁
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
☆
国
民
の
主
食
・
米
の
生
産
を
守

　
　
り
、
国
民
に
安
定
供
給
を
は
か

月
定
例
議
会
報
告

12
月
定
例
議
会
報
告

12
月
定
例
議
会
報
告

12
　
第
４
回
定
例
会
は
、
　
月
９
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
等
　
議
案
の
提
出
が
あ
り
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一
部
改
正
し
た
条
例

平
成
十
四
年
度
の
補
正
予
算

工
事
請
負
契
約
の
締
結

そ

の

他

の

案

件

意

見

書

発
議
案
《
議
員
提
出
》

1214

19

11

請

願
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る
米
政
策
の
実
現
を
求
め
る
請

　
　
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

　
本
定
例
会
で
、
次
の
一
般
質
問
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
◆
統
一
地
方
選
挙
関
係
に
つ
い
て

　
◆
福
祉
バ
ス
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

　
◆
医
療
費
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

　
◆
民
間
施
設
内
に
里
道
を
と
り
こ

　
　
み
、
形
状
を
変
え
て
い
た
こ
と

　
　
に
対
す
る
事
実
経
過
、
町
の
対

　
　
応
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
◆
「
市
町
村
合
併
は
強
制
し
な
い
」

　
　
「
小
規
模
市
町
村
の
権
限
縮
小

　
　
反
対
」
「
地
方
交
付
税
の
必
要

　
　
な
総
額
を
確
保
」
な
ど
を
国
に

　
　
要
請
し
た
全
国
町
村
長
大
会
決

　
　
議
と
町
の
対
応
に
つ
い
て

　
次
の
定
例
議
会
の
開
催
は
、
三
月

に
な
り
ま
す
。
請
願
・
陳
情
が
あ
れ

ば
、
二
月
末
ま
で
に
、
議
会
事
務
局

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《

一

般

質

問

》

《

次

回

予

告

》

議
会
事
務
局

国民年金は、働く世代が保険料を負担し、その時代の高齢の方々の生活を支えています。こ

れは、世代間扶養のしくみに基づいています。

高齢者の生活を支えるのはいまやその家族だけではありません。あなたもその一員なのです。

いま、保険料を納めるあなたが高齢になるなどして、生活の支えが必要になったときには、

同じようにその時代の働く世代が納める保険料によってあなたの年金がまかなわれ、あなた

の生活の助けとなります。

国民年金はあなたが頼りです国民年金はあなたが頼りです国民年金はあなたが頼りです
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下
水
道
の
工
事
に
際
し
ま
し
て
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
今
月
は
公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
生
ず
る

個
人
負
担
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に

お
話
し
し
ま
す
。

『
下
水
道
受
益
者
負
担
金
』

　
公
共
下
水
道
を
建
設
す
る
に
は
、

膨
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の

財
源
の
大
部
分
に
は
、
国
費
や
地
方

債
や
町
費
が
充
て
ら
れ
ま
す
が
、
地

方
債
は
あ
く
ま
で
も
借
金
で
あ
る
た

め
町
は
永
年
に
わ
た
り
返
還
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
下
水

道
の
便
益
性
や
利
用
価
値
を
享
受
で

き
る
下
水
道
整
備
区
域
内
の
方
々
に

こ
の
受
益
の
限
度
内
に
お
い
て
建
設

費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

下
水
道
を
早
期
に
計
画
的
に
整
備
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

『
排
水
設
備
設
置
の
工
事
代
金
』

　
公
共
下
水
道
と
は
、
公
私
境
界
か

ら
私
有
地
側
に
一
歩
入
り
込
ん
だ
位

置
に
設
け
る
「
公
共
ま
す
」
ま
で
の

こ
と
で
、
そ
の
「
公
共
ま
す
」
に
各

家
庭
の
排
水
を
接
続
す
る
工
事
及
び

水
洗
便
所
へ
の
改
造
工
事
は
個
人
の

費
用
で
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
排
水
設
備
の
設
置

で
す
。
こ
の
工
事
代
金
は
、
「
公
共

ま
す
」
と
家
屋
と
の
距
離
関
係
や
水

ま
わ
り
箇
所
数
や
水
洗
便
器
の
種
類

な
ど
に
よ
り
大
き
く
ち
が
っ
て
き
ま

す
。

『
下
水
道
使
用
料
』

　
公
共
下
水
道
の
経
営
は
、
上
水
道

と
同
じ
よ
う
に
独
立
採
算
性
が
原
則

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
認
め
ら
れ

て
い
る
部
分
以
外
は
、
下
水
道
使
用

者
に
使
用
料
と
し
て
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
使
用
料
は
公
共
下
水
道
の
維
持

管
理
の
費
用
又
は
、
建
設
時
に
借
り

た
地
方
債
の
償
還
に
充
て
ら
れ
る
の

で
す
。

　
基
本
的
に
は
下
水
道
使
用
料
は
、

公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

し
尿
の
汲
み
取
り
な
ど
が
い
ら
な
く

な
る
た
め
、
こ
の
代
金
に
か
わ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
三
種
類
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

き
ま
し
て
、
ご
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
十
五
年
度
吉
富
町
臨
時
職
員

登
録
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
雇
用
に
つ
い
て
は
、
臨
時
職
員
を

必
要
と
す
る
と
き
に
雇
用
す
る
も
の

で
、
た
だ
ち
に
雇
用
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
職
種
・
年
齢
・
資
格

　
○
一
般
事
務
職
・
給
食
調
理
員

　
　
　
高
校
卒
業
以
上
又
は
平
成
　

　
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
卒
業
見
込

　
　
の
者
で
、
昭
和
　
年
４
月
２
日 

 

　
　
か
ら
昭
和
　
年
４
月
１
日
ま
で

　
　
に
生
ま
れ
た
者
。

　
○
保
育
士

　
　
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
又

　
　
は
平
成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
二
月
は
固
定
資
産
税
第
四
期
の
納

期
で
す
。

　
町
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金

も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
　
取
得
で
き
る
見
込
の
者
で
、
昭

　
　
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
　

　
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
　
者
。

二
、
登
録
の
期
間

　
　
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

　
　
年
３
月
　
日
ま
で
。

三
、
申
込
方
法

　
　
申
込
用
紙
（
役
場
総
務
課
に
用

　
意
し
て
い
ま
す
）
に
記
入
し
、
総

　
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
申
込
期
限

　
　
平
成
　
年
２
月
　
日
　
ま
で
。

五
、
問
い
合
わ
せ
先

　
　
吉
富
町
役
場
　
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
２
４
・
１
１
２
２

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

15

15

33

58

28
1515

28

16

31

58

（金）

二
月
は
固
定
資
産
税
の
納
期
で
す
。

吉
富
町
臨
時
職
員
登
録
者
の
募
集

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り
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　エアコン等に冷媒として用いられているフロンは、オゾン層破壊物質であり、

また温室効果ガスでもあります。オゾン層保護と地球温暖化防止のため、平成

14年10月１日より『フロン回収破壊法』が施行され、カーエアコンが搭載され

た車を廃棄処分する際には『自動車フロン券』によりフロン回収等の費用をご

負担いただくこととなりました。『自動車フロン券』は全国の郵便局、または

コンビニエンスストア（セブン‐イレブン、ローソン、ファミリーマート、サ

ークルK、サンクス）各店舗にて１台分当たり2,850円を払い込んでいただき、

その払い込んだ証明として『自動車フロン券』を受け取り、廃棄処分時に車と

一緒に引取業者にお渡し願います。

（本件お問い合わせ先　　03‐5532‐1461　自動車フロンコールセンター）

ご存じですか？『自動車フロン券』

漏水確認手順

１．メーターボックスの位置を確認します。

２．すべての蛇口が閉まっているか確認します。

３．メーターの蓋を開け、銀色と赤色のパイロットゲージを確認します。

４．水を使っていないのに、パイロットゲージが回っている時は漏水してい

　　ます。（蛇口が開いてないか再確認してください。）

５．漏水を発見したら、できるだけ早く指定業者に修理を依頼してください。

　以上不明な点がありましたら、お気軽に上下水道課(　24‐4074)まで電話

ください。

漏水は簡単に発見できます漏水は簡単に発見できます

パイロットゲージ

通常、水を使ってない時は回転しません。

どこの蛇口も空けていないのに、このゲ

ージが回転している時は漏水しています。
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　町清掃業務が皆様方のご協力により、円滑に行われていますことに厚くお礼申し上げます。

　４月からごみの収集の仕方を一部変更することにしております。変更点は、下記のとおりですが、

詳しい分類内容については、３月中に皆様に配布予定の“私たちのくらしとごみ”のカレンダーで

確認をしていただきたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。

　なお、各収集日については、変更がない限り、全てカレンダーどおり行います。

　このため、皆様には、カレンダーで収集日をよく確認のうえ、各ステーションにごみを出される

ようにお願いします。�������������

―　記　―�

【変更点】

�����������

�������������

　（１）変更点の内容について������������

　　　・今までのカン、金物の収集日には、カン類のみを収集することにします。

　　　　金物については、粗大ごみの燃えないもの、又は混合ごみの日に分類して、出してもらう  

　　　　ことになります。�����������

　　　・今までは、粗大ごみは、分類が、燃えるもの、その他、電化製品でしたが、変更後は、燃

　　　　えるもの、燃えないもの、混合ごみとします。�����������

�������������

　（２）分類の解説�����������

　　　・燃えるものは、木製家具、カーペット、木くず、塩化ビニールなど、製品のほとんど全て

　　　　が燃えるもので出来た製品のことです。

　　　・燃えないものは、ガスコンロ、自転車、ストーブ、一斗缶など、製品のほとんど全てが、

　　　　金属で出来た製品のことです。����������

　　　・混合ごみは、燃えるものと燃えないものが、一部混ざっているものです。

　　　　主に電化製品、傘、包丁、刃物、鍬、スコップ等です。������

　　　　　　　　　　　　　　　※収集月の変更は粗大ごみのみです。

　　　・燃えるもの　　　　４月、６月、８月、１０月、１２月、２月

　　　・燃えないもの　　　５月、７月、９月、１１月、１月、３月

　　　・混合ごみ　　　　　６月、９月、１２月、３月������

������������

　　　収集については、今までどおり、ビン、ガラスと同時に行いますが、随時、役場に直接、持

　　　ってきて頂いても構いません。なお、集積場所は、役場庁舎北側奥に、かごを用意しており

　　　ますので、中に入れてください。

４月からごみの収集の仕方が一部変わります４月からごみの収集の仕方が一部変わります４月からごみの収集の仕方が一部変わります
（３月までは“私たちのくらしとごみ”のカレンダーのとおりです。）

１分類の変更

２収集月の変更（粗大ごみ）

３廃蛍光灯、廃電球の収集について

《変更前》 《変更後》

粗大ごみ

　・燃えるもの

　・その他�

　・電化製品

不燃ごみ（カン、金物）

粗大ごみ

・燃えるもの

・燃えないもの（金物の一部含む。）

・混合ごみ（金物の一部含む。）

不燃ごみ（カン類のみ）
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平
成
十
五
年
吉
富
町
成
人
式
の
式

典
が
、
一
月
十
二
日
の
午
前
十
時
か

ら
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
大
ホ
ー
ル

で
、
新
成
人
八
十
一
人
が
出
席
し
て

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
家
町
長
の
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め

高
浜
町
議
会
議
長
、
野
依
教
育
委
員

長
、
小
学
校
当
時
の
恩
師
の
先
生
な

ど
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
新
成
人
を
代

表
し
て
鈴
木
由
香
利
さ
ん
（
別
府
）

が
、
中
家
町
長
か
ら
記
念
品
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
吉
富
町
国
際
交
流
員
の

ア
ー
ル
・
グ
ッ
ド
マ
ン
さ
ん
か
ら
新

成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ

た
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
襖
田
真

智
子
さ
ん
（
幸
子
上
）
が
謝
辞
を
述

べ
、
　
井
翔
宇
さ
ん
（
広
津
下
）
と

山
下
奈
津
美
さ
ん
（
直
江
）
の
二
人

が
、
成
人
の
日
を
迎
え
て
の
抱
負
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

《
お
知
ら
せ
》

　
成
人
式
を
欠
席
さ
れ
た
新
成
人
の

方
で
、
成
人
式
記
念
写
真
の
必
要
な

方
は
、
吉
富
町
教
育
委
員
会
（
　
２

２
・
１
９
４
４
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
欠
席
さ
れ
た
方
に
も
記
念

品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
方

で
も
結
構
で
す
の
で
、
教
育
委
員
会

ま
で
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

放課後児童クラブが広くなりました　!放課後児童クラブが広くなりました　!放課後児童クラブが広くなりました　!
　吉富幼稚園の空き教室を利用し、小学校低学年児童の放課後の生活指導を行ってきました

放課後児童クラブの教室が、この度増築され、フローリングの広々とした教室になりました。

定員も45名から60名へと増員し、広々となっ

た教室内では指導員さんと児童が楽しく賑や

かにすごしています。

　また、今年度からは学校週５日制に伴い土

曜日も毎週開設しています。

今後も、皆さんのご意見・ 要望をききながら、

放課後児童の安全かつ健全な育成を図って行

きたいと思います。

問い合わせ先

吉富町役場　健康福祉課

　　２４‐１１２３▲広々となった教室で元気な児童たち

▲平成15年吉富町成人式記念写真

祝祝祝成人おめでとう
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昨
年
十
二
月
に
吉
富
小
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
室
の
パ
ソ
コ
ン
が
入
れ
替
わ

り
、
新
し
く
四
十
二
台
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
パ
ソ
コ

ン
を
操
作
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
、
児
童
た
ち
は
一
人
一
台
と
い

う
恵
ま
れ
た
環
境
で
日
々
の
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
キ
ー
ボ
ー
ド
の
打
ち
方
に
慣
れ
、

あ
る
課
題
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
た
り
、
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
た

り
、
作
文
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
な

ど
に
も
パ
ソ
コ
ン
を
積
極
的
に
使
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
近
い
将
来
、
吉
富
小
学

校
の
児
童
た
ち
が
、
日
本
各
地
は
も

ち
ろ
ん
、
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
国
の

友
だ
ち
と
パ
ソ
コ
ン
で
交
流
し
、
国

際
社
会
に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
け

る
よ
う
に
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
吉
富
町
体
育
協
会
主
催
の
「
第
十

一
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
大

会
が
、
吉
富
町
体
育
館
で
十
一
月
二

十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
、
女
性
の
部
で
は
、

も
み
じ
く
ん
チ
ー
ム
が
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
部
で
は
、
だ
い
や
も
ん
ど
チ
ー

ム
が
、
混
合
の
部
で
は
、
Ｙ
・
Ｉ
・

Ｃ
チ
ー
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
、
女
性
の
部
と
混
合
の

部
に
そ
れ
ぞ
れ
三
チ
ー
ム
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
に
四
チ
ー
ム
の
計
十
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
吉
富
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
主
催
の
「
第
三
十
五
回
新
春
た
こ

あ
げ
大
会
」
が
一
月
十
一
日
、
山
国

川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
カ

イ
ト
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や

操
作
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
イ

ト
の
、
た
こ
と
は
思
え
な
い
動
き
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

《
か
っ
こ
い
い
で
賞
》

　
①
喜
連
島
　
②
幸
子
古
　
③
学
童

　
　
ク
ラ
ブ

　
大
会
の
主
な
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●
女
性
の
部

《
優
　
勝
》
　
も
み
じ
く
ん

《
準
優
勝
》
　
か
え
で
ち
ゃ
ん

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

《
優
　
勝
》
　
だ
い
や
も
ん
ど

《
準
優
勝
》
　
さ
ふ
ぁ
い
や

●
混
合
の
部

《
優
　
勝
》
　
Ｙ
・
Ｉ
・
Ｃ

《
準
優
勝
》
　
ハ
イ
ダ
イ
ビ
ッ
キ
ー
ズ

《
あ
が
っ
た
で
賞
》

　
①
今
吉
　
②
界
木
　
③
小
犬
丸
下

わがまち・ふるさと
トピックス吉富小学校から、世界へ発信!吉富小学校から、世界へ発信!吉富小学校から、世界へ発信!

▲最新のパソコンを操作する児童たち

あ
が
っ
た
で
賞
１
位
の
今
吉

▼

か
っ
こ
い
い
で
賞
１
位
の
喜
連
島

▼

第
　
回
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

秋

季

大

会

11

第
　
回
新
春
た
こ
あ
げ
大
会

35
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吉
富
町
・
新
吉
富
村
・
大
平
村
に

よ
る
「
平
成
十
五
年
築
上
東
部
三
ヶ

町
村
合
同
消
防
出
初
式
」
が
、
一
月

十
八
日
の
午
前
十
時
か
ら
新
吉
富
村

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
初
式
は
、
大
平
村
長
の
開
式
の

こ
と
ば
で
始
ま
り
、
吉
富
町
の
中
家

町
長
が
「
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
」
を

拝
読
し
た
後
、
新
吉
富
村
長
に
よ
る

各
消
防
団
の
観
閲
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
吉
富
町
消
防
団
関
係
の
表

彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
福
岡
県
知
事
表
彰
〕

　
　
　
若
松
　
信
雄
（
第
３
分
団
）

　
　
　
田
中
　
　
修
（
本
　
　
部
）

〔
日
本
消
防
協
会
表
彰
・
精
績
章
〕

　
　
　
木
藤
紀
一
郎
（
第
３
分
団
）

〔
　
　
　
　
〃
　
　
　
・
勤
続
章
〕

　
　
　
川
端
　
行
雄
（
第
１
分
団
）

　
　
　
藤
本
　
　
満
（
第
１
分
団
）

　
　
　
出
口
　
　
美
（
第
１
分
団
）

〔
福
岡
県
消
防
協
会
表
彰
・
金
馬
簾
〕

　
　
　
吉
富
町
消
防
団

〔
　
　
　
　
〃
　
　
　
・
優
良
団
員
〕

　
　
　
橋
本
　
直
樹
（
第
２
分
団
）

　
　
　
永
野
　
竜
生
（
第
１
分
団
）

　
　
　
矢
岡
　
　
匡
（
第
１
分
団
）

〔
　
　
〃
　
　
　
・
永
年
勤
続
　
年
〕

　
　
　
梅
林
　
克
弘
（
第
２
分
団
）

〔
　
　
〃
　
　
　
・
永
年
勤
続
　
年
〕

　
　
　
横
川
　
清
一
（
第
２
分
団
）

　
　
　
萩
　
　
　
茂
（
第
３
分
団
）

　
　
　
川
嶋
　
友
文
（
第
１
分
団
）

　
　
　
高
瀬
　
和
浩
（
第
３
分
団
）

〔
　
　
〃
　
　
　
・
永
年
勤
続
　
年
〕

　
　
　
若
松
　
信
雄
（
第
３
分
団
）

　
　
　
田
中
　
　
修
（
本
　
　
部
）

〔
　
　
〃
　
　
　
・
永
年
勤
続
　
年
〕

　
　
　
若
山
　
清
敏
（
本
　
　
部
）

〔
　
　
〃
　
　
　
・
永
年
勤
続
　
年
〕

　
　
　
和
才
　
政
憲
（
本
　
　
部
）

〔
　
　
〃
　
　
　
　
・
一
般
表
彰
〕

　
　
　
猪
ノ
元
千
代
和

　
　
　
橋
本
　
晴
道

〔
福
岡
県
民
火
災
共
済
表
彰
〕

　
分
団
　
第
１
分
団

　
個
人
　
藤
本
　
満
（
第
１
分
団
）

　
２
月
の
読
み
聞
か
せ
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

●
場
所
　
吉
富
小
学
校

　
　
　
　
多
目
的
教
室
の
二
階

●
時
間
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

◇
２
月
４
日
　
　
「
ハ
リ
ー
の
セ
ー

　
タ
ー
」
「
さ
ん
ね
ん
峠
」
「
お
に

　
と
お
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
さ
ん
」

◇
２
月
　
日
　
　
「
は
な
を
く
ん
く

　
ん
」
「
ち
か
ら
た
ろ
う
」
「
お
は

　
い
ん
な
さ
い
え
り
ま
き
」
「
あ
お

　
く
ん
と
き
い
ろ
ち
ゃ
ん
」

1015

202550

13

10

13

40

（火）

（火）

18

読
み
聞
か
せ
の
会

「
ま
ほ
う
の
か
ば
ん
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

日　時　2月16日（日）～3月16日（日）

場　所　▼中津市諸町通り

　　　　　むろや醤油・村上医家史料館

　　　　▼自性寺（辻村寿三郎人形展）

　　　　▼中津市歴史民俗資料館　ほか

内　容　城下町中津の旧家古くから伝わるひな人形を

　　　　展示し、市民や観光客に中津の歴史と文化を

　　　　楽しんでいただきます。

　　　　期間中は、桃の花で飾られた「諸町通り」を

　　　　中心に、江戸時代中期からの人形やお道具な

　　　　どを展示します。

　　　　◎ひなまつりパレード

　　　　　・コース　中津駅～諸町～自性寺

　　　　　・日　時　２月16日（日）　11時30分～

　　　　　　　　　　３月16日（日）　11時30分～

問合先　中津市観光商業課（　22-1111・内線393）

県境だより県境だより県境だより
城下町中津のひなまつり

▲徳川一橋家ゆかりの雛人形

合
同
消
防
出
初
式
の
出
発
式

▼

築
上
東
部
三
ヶ
町
村

合
同
消
防
出
初
式



12

　吉富町の皆さん、こんにちは。年明けからもう1ヶ月が経ちましたが、まだまだ冬の寒さが続いています。

　さて、今月の広報にアメリカの国際理解教育のことについて書きましたので、どうぞ紅茶を飲みながらこ

れをゆっくりと読んでください。

　さて、日本のほとんどの小学校では「総合的な学習の時間」のなかで、異文化交流や英会話などをテーマ

とした、いわゆる国際理解教育が行われています。これは生徒たちに、人間関係の大切さや世界各国のそれ

ぞれの文化・習慣・価値観などに対して尊敬と理解を深めることを目的とした授業です。その結果、国際社

会に大きく貢献できる、教養のある人を育てることができます。

　多民族国家であるアメリカ合衆国でも同じようなプログラムが教育に必要とされ、国際理解教育が全土に

わたる小・中学校において行われています。そのなかでも「ダイヴァシティ教育」に特に力を入れています。

つまり、アメリカに居る人のなかで、自分と似ているところと余り似ていないところ（価値観・文化・言葉

など）を持つ人が当然にいて、その似ているところを認識し、違うところを認めながら理解し合うというこ

とが主要です。

　しかし、この世で平和に暮らせるように、学校だけではなく地域社会や会社のメンバーを対象とする教育

も必要とも思われています。ですから、30年余りの間にアメリカの少数民族が自分の文化を祝ったり、他の

人に紹介したりすることはエスニック・コミュニティー（街）でしか行われないどころか、かえってマスコ

ミの影響で全国の新聞や雑誌に掲載されています。しかも、多くのイベントや少数民族文化についての番組

がテレビに放映されています。それで、毎年この時期はBlack History Month。つまり、アフリカ系アメリ

カ人の歴史・文化・出来事をフォーカスして、アメリカ人のアフリカ系アメリカ人の歴史や文化に対する知

識を高める１ヶ月です。

　さて、18世紀の植民地時代からアフリカ諸国の人がアメリカに住んでいたにも関わらず、「アフリカの歴

史」や「アフリカ系アメリカ人の歴史」が学科として認められたのは20世紀になってからです。これはカー

タ・G.・ウーヅソン博士のおかげです。奴隷の息子の彼は20才で高校に入学し、2年後にはハーバード大学

に入学しました。学科のなかでアフリカ系アメリカ人に関する歴史の不足を感じた彼は「アフリカ系アメリ

カ人の文化・歴史の勉強会」を1915年に設立し、アフリカ系アメリカ人の文化や歴史を他のアメリカ人に理

解してもらうために1926年に「アフリカ系アメリカ人の歴史週間」も作

りました。なぜ2月に決まったかというと、フレドリック・ダグラス氏と

リンカーン第16代大統領が2月に産まれたからだそうです。

フレドリック・ダグラス氏（1818‐1895）

　アメリカにおける奴隷制度廃止論者のリーダーとして、奴隷制度の廃

止について世界中で講演しました。南北戦争の時、リンカーン大統領の

援助者として働きながらアフリカ系アメリカ人と女性の人権を進歩させ

ました。

リンカーン大統領（1809‐1865）

　南北戦争の時の大統領で（1861年～1865年）、1863年に奴隷制度に対

してアフリカ系アメリカ人を解放したと宣言しました。1865年に暗殺さ

れました。

国際交流員　グッドマン三世
1.2.2003

COMMUNIQUE  INTERNATIONAL

2月はBlack History Month

アメリカにおけるダイヴァシティ教育を覗こう（1）

´

ブラック　　　　ヒストリー　　　　マンス

▲成人式の会場にて
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Thank you for「America」and「Canada」(2)
吉富町  建設課 奥 家  照 彦

平成14年10月30日（水）

　　｢環境問題｣の研修でカリフォルニア州デービス市を訪問。ここでは、環境保護やリサイクル対策への取り

組み、インターネットを活用した市の情報公開を視察しました。自動車道とは別に自転車専用道を整備し地元

の大学生を中心に多くの市民も自転車を愛用している。自転車は大気汚染も無く健康増進にも役立っている。

教育の分野でも環境問題に取り組んでおり、子供の頃から体験を通してリサイクルや水質汚染を学ぶことが

大切だという。自然環境を最も重視したビレッジホームという集落では、開発されるより緑多き環境の中で自

然が持つ太陽熱や風、雨、土、樹木などの力を利用し240戸余りの家々が生活を通して環境の保護を問いかけて

いた。

平成14年10月31日（木）

　サンフランシスコを後にしてトロントへ向かう。カナダではフランス語と英語が公用語とあって空港でも

両方の言葉で表示している。外に出ると急に真冬が来たように寒い、気温1度。高速道路はアメリカと同様無料

である。ホテルへ移動する車中で、「交差点では赤信号でも右折車は進んでよい」と聞き、これにはビックリし

ました。日本人はこれでよく事故にあうそうです。

平成14年11月1日（金）

　「高齢者福祉問題」の研修でニューマーケット市があるYork行政区を訪問、ビル・フィッシャー議長他我々視

察団より多いスタッフから説明を受けた。ここでは、医療品、歯科・糖尿・視力・手足の治療、補聴器、メガネ、車

椅子、家の修理に葬式まで支援する事業があるとか、これを聞いただけで医療福祉対策等が充実していると分

かる。メイプルヘルスセンターでも施設は充実しており、影が出来ない照明やアロマテラピー、部屋には自分

の小物が置かれ入所者が心豊かに過ごしていることがうかがえる。病院は歯科医以外全て公立で経費は税金

が充てられるため入院期間も短い、出産入院も１～２日と聞いて驚く、納めた税金で医療が行われることを国

民が承知しているのだ。家庭の事情により入院する、いわゆる「社会的入院」などここでは考えられない。市民

も「はしご受診」などしない。税金の使途が通知される制度もあり無駄遣いはしない。York行政区には、長期ケ

アセンターが20ヶ所あり現在ベッド数1925床だが、2100人余りが入所待ちの状態とのことで今後18ヶ月の内

に1466床増加する予定、2004年には20,000床にする計画をもっている。高齢者の独立生活アパートも充実した

施設で入居者も満足して生活しているようだ。日本から｢お手玉｣、｢千代紙｣、｢剣玉｣、｢紙風船｣、｢扇子」のお土産を

紹介し渡すと皆喜んでくれた。言葉は思うように通じなくても気持ちは伝わったようだ。

平成14年11月2日（土）

　ナイアガラ自然保護区状況視察でナイアガラの滝を訪れる。お馴染みの黄色い合羽を着て、滝のスケールの

大きさを体感しました。轟音とともに流れ落ちる滝は雄大そのもので、自然のすごさを感じさせるものでした。

ナイアガラ・オン・ザ・レイクの街は、メイプルリーフの木々の中で自然と調和のとれた住居としては最高の環

境が整っており時間がゆっくりと流れ

ているようにも思えた。今年は11月まで

木々の葉が残っており、こんなことは初

めてだという。地球温暖化の影響かと心

配する声がやけに気にかかる。落葉樹が

多いため落ち葉の量も半端ではないが、

家々の前の歩道はきれいに掃除されて

いる。行政の行き届いた管理かと思いき

や、この国では自分の家の面する歩道の

日常管理（落ち葉集め、雪かき、ゴミ拾い

等）は、その家の責任で管理することに

なっている。わが地域でもそのような意

識を互いに持ちたいものである。

（つづく）▲カナダ「メイプル・ヘルス・センター」で入所者・スタッフの皆さんと
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福
岡
県
生
活
労
働
部

　
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
な
か
、
障
害

の
あ
る
方
々
の
就
業
機
会
を
拡
大
す

る
た
め
に
、
企
業
の
人
事
担
当
者
と

障
害
の
あ
る
方
々
が
直
接
面
談
で
き

る
「
平
成
　
年
度
福
岡
地
区
障
害
者

雇
用
促
進
面
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
２
月
　
日
　
　
　
時
～
　

　
時
　
※
求
職
者
受
付
に
つ
い
て
は

　
　
分
前
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▼
会
場
　
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル

　
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
　
‐

　
　
０
９
２
・
６
３
１
・
３
３
３
１

▼
主
催
　
福
岡
県
・
福
岡
労
働
局
・

　
福
岡
地
区
各
公
共
職
業
安
定
所
・

　
　
福
岡
県
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
中
央
公
共
職
業
安
定
所

　
　
０
９
２
・
７
１
２
・
８
６
０
９

　
福
岡
東
公
共
職
業
安
定
所

　
　
０
９
２
・
６
８
１
・
１
４
３
９

　
福
岡
南
公
共
職
業
安
定
所

　
　
０
９
２
・
５
１
３
・
８
６
０
９

　
福
岡
西
公
共
職
業
安
定
所

　
　
０
９
２
・
８
８
１
・
０
８
８
８

　
　
及
び
も
よ
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※
参
加
は
無
料
で
す
。

福
岡
地
区
障
害
者

雇
用
促
進
面
談
会

20

14

13

30

16

13

55

（木）

（社）

お 知
ら せ

　
《パソコン講習会（初級）の受講生を募集いたします。》

　◆対 象 者　　吉富町在住の20歳以上の方
　　　　　　　（以前受講した方についても申込みできます
　　　　　　　　が、定員を超す場合は初めて受講する方を
　　　　　　　　優先させていただきます。）

　◆講　　座　　初級講座

　◆講座内容　　①Windows基礎
　　　　　　　　②MS-Word基礎

　◆開催日時　　２月20日（木）・21日（金）
　　　　　　　　午後１時30分～午後４時30分
　　　　　　　　（毎日３時間の２日間）

　◆場　　所　　吉富フォーユー会館　３階　パソコン教室

　◆定　　員　　20名（先着順とします。）

　◆受 講 料　　無料（ただし、テキスト代として
　　　　　　　　　　　　　　　200円必要となります。）

　◆講　　師　　講師１名

　◆申し込み　　吉富町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　　　申し込み用紙を用意していますので、必要
　　　　　　　　事項をご記入のうえお申し込みください。
　　　　　　　（代理人の場合も可）なお、都合で申し込み
　　　　　　　　に来られない方は、電話受付をいたします。

　◆申し込み受付期間
　　　　　　　　２月６日（木）から２月14日（金）
　　　　　　　　午前８時30分から午後５時まで
　　　　　　　　（ただし、土日祭日は除く）

　◆問い合わせ　吉富町教育委員会まで　　22‐1944

パソコン講習会の受講生募集

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
　
８
２
・
８
８
２
０

内
科
・
小
児
科

　
　
（
９
時
～
翌
日
６
時
）

歯
　
科

　
　
（
９
時
～
　
時
）

豊
前
市

日
曜
日

祝
　
日

荒
　
堀

〃

上
宮
永

内

尾

整

形

外

科

〃

沖
代
町

末

廣

内

科

〃

久
　
松

と
も
お
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

上
如
水

田

尻

外

科

〃

新
魚
町

西

内

科

２
・
11

三
毛
門

高
椋
胃
腸
科
外
科
医
院

〃

中
央
町

田

縁

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

牛
　
神

宮

田

内

科

３
・
２

八
　
屋

江

本

ク

リ

ニ

ッ

ク

17

〃

蛭
子
町

縄

田

内

科

２
・
16

八
　
屋

ぶ
ぜ
ん
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

２
・
11

宮
　
夫

か
わ
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

２
・
９

大
平
村

大
平
村
国
保
直
営
診
療
所

２
・
23

宇
　
野

福

田

医

院

休
日
相
談
医
案
内

日　　時　平成15年２月22日（土）

　　　　　午前10時より午後３時まで

場　　所　吉富フォーユー会館

　　　　　　０９７９‐２３‐５００６

相談事項　相続に関することはもとより

　　　　　その他登記に関する相談にも

　　　　　応じます。

　お問い合せは、司法書士会行橋支部へ

　お電話ください。

　（代表　　０９７９‐８３‐２２７５）

相続登記はおすみですか月間

無 料 相 談 会無 料 相 談 会無 料 相 談 会
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平
成
　
年
度
吉
富
町
奨
学
金
の
奨

学
生
を
次
の
要
領
に
よ
り
募
集
し
ま

す
。
《
奨
学
金
の
申
し
込
み
要
領
》

▼
奨
学
金
の
借
入
資
格

　
　
　
本
人
ま
た
は
世
帯
主
が
本
町

　
　
に
２
年
以
上
在
住
し
て
、
他
の

　
　
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
者

　
　
　
高
等
学
校
ま
た
は
大
学
に
進

　
　
学
ま
た
は
在
学
す
る
も
で
、
学

　
　
費
に
困
窮
し
て
い
る
者

　
　
　
身
体
強
健
、
学
業
優
良
、
品

　
　
行
方
正
、
志
操
堅
実
な
者

▼
申
し
込
み
期
限

　
平
成
　
年
４
月
　
日
ま
で

▼
申
し
込
み
用
紙

　
　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
内
、
吉

　
富
町
教
育
委
員
会
・
教
務
課
に
用

　
意
し
て
い
ま
す
。

▼
奨
学
金
の
貸
付
額

　
　
　
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校

　
　
１
学
年
か
ら
３
学
年
ま
で
、
専

　
　
修
学
校
高
等
課
程
（
修
学
年
限

　
　
２
年
以
上
）

　
　
一
人
月
額
…
１
５
、
０
０
０
円

　
　
　
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校

　
　
４
学
年
か
ら
５
学
年
ま
で
、
専

　
　
修
学
校
専
門
課
程
（
修
学
年
限

　
　
２
年
以
上
）

　
　
一
人
月
額
…
４
０
、
０
０
０
円

　
　
　
大
学
（
４
年
制
）

　
　
一
人
月
額
…
４
０
、
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
吉
富
町
教
育
委
員
会
・
教
務
課

　
　
　
　
　
　
　
２
２
・
１
９
４
４

（1）（2）（3）

（1）

（2）（3）

吉
富
町
奨
学
金
奨
学
生
を
募
集

15

15

30

フォーユー会館催し物ご案内
期　日 内　　　容 場所・時間

大ホール（入場料：2,000円）
※前売り・当日共通

開場9：00　開演9：30
　佐々木
　　　　　　24‐5240

２月８日（土）
カラオケティファニー
感謝歌まつり 問

大ホール
入場料
　　前売り：2,000円
　　当　日：2,500円
開場14：00　開演14：30
　藤富　　　24‐8633

２月22日（土）
扇舞踊団　文舞の会
チャリティーおさらい会

問

大ホール（入場無料）
開場12：45　開演13：00
　熊谷　　　24‐8321

２月９日（日） ピアノ発表会
問

大ホール（入場無料）
開場9：30　開演10：15
　後藤　　　23‐6558

２月15日（土）
ひまわり保育園
　　　　おゆうぎ会 問

大ホール（入場無料）
開場9：00　開演9：30
　若山　　　32‐2262

２月16日（日）
中津カラオケ秀越会
　　　　　　発表会 問

大ホール
入場料
　　　小・中・高：1,000円
　　　　　大人：2,500円
　親子券（ペア）：3,000円
※それぞれ当日は500円増
開場18：00　開演18：30
　はぐるま座
　　　097‐532‐3734

２月19日（水）

劇団はぐるま座
　「その日はいつか」
　「日本の孫たちへ」
　　　中津・吉富公演

大ホール（入場無料）
開場9：30　開演10：00
　仲　　　　24‐6412

２月23日（日）
一藤会　おさらい会

問

問

なお、引揚者からの請求期限は平成15年

３月31日となっております。

○請求書類は、各市区町村の福祉関係の

担当課に用意してあります。なお、すでに

請求された方は、請求の必要がありません。

【お問い合わせ先】

　総務省認可法人平和祈念事業特別基金

　　　　０１２０‐２３４‐９３３まで

　ホームページ

　　　　http://www.heiwa.or.jp/

恩給欠格者、引揚者の皆様に慰藉

の念を示すため、内閣総理大臣名

の書状などを贈呈しています。
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尾
坐
　
新
子

修
学
旅
行
の
学
生
と
阿
蘇
連
山
を
共

に
遊
べ
り
残
雪
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
　
　
猛

小
屋
の
犬
恐
れ
ず
降
り
し
雀
二
羽
散

り
し
飯
粒
拾
ひ
つ
つ
寄
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
ト
シ
ヱ

湯
の
宿
に
連
れ
立
ち
泊
る
二
夜
三
日

秋
の
夜
長
を
友
等
と
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
紀
子

藪
蔭
に
立
て
か
け
置
き
し
榾
木
に
て

雨
後
の
椎
茸
む
く
む
く
と
生
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
ヨ
子

思
い
子
の
孫
守
ら
む
と
真
夜
中
の
高

速
祈
り
つ
つ
博
多
へ
急
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
カ
ツ
ヨ

彼
岸
会
の
法
座
で
会
ひ
し
幼
友
ひ
と

月
た
た
ず
に
訃
報
を
き
く
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
崎
　
則
子

を
と
の
孫
百
八
十
セ
ン
チ
も
な
ん
な

ん
と
土
日
も
な
く
て
部
活
に
は
げ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
鶴
子

大
梵
鐘
完
成
法
要
に
参
列
し
平
和
を

祈
り
皆
一
打
す
る
（
ビ
ル
マ
に
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
延
子

院
内
の
待
合
室
の
静
寂
を
突
然
幼
児

の
注
射
さ
は
が
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
田
　
照
代

咲
き
終
へ
し
花
殻
焚
け
ば
真
晝
間
の

庭
畑
低
く
煙
た
だ
よ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
梅
子

花
束
の
バ
ラ
引
き
た
た
す
か
す
み
草

花
に
学
び
て
生
き
甲
斐
見
付
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
山
　
俊
平

年
明
け
て
吾
の
生
れ
し
日
を
迎
ふ
百

歳
人
生
越
え
て
ゆ
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
壽
美
子

こ
と
ご
と
く
葉
を
落
と
し
た
る
大
銀

杏
の
さ
ば
さ
ば
と
立
ち
仰
ぎ
つ
つ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
真
理
子

桂
林
の
尖
り
し
山
の
映
像
を
見
つ
つ

理
由
を
夫
に
問
ひ
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
田
　
正
子

交
流
員
グ
ッ
ド
マ
ン
氏
の
太
鼓
冴
え

里
の
神
楽
も
国
際
化
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
口
　
久
子

背
を
ま
る
め
日
溜
り
に
座
す
他
愛
な

き
こ
と
に
も
幸
を
思
ふ
こ
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
原
　
友
子

言
ひ
た
か
り
し
言
葉
一
つ
を
呑
み
こ

む
に
は
や
も
日
暮
は
せ
ま
り
来
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
畑
フ
サ
子

松
を
中
に
紅
葉
山
茶
花
並
び
咲
き
淋

し
き
庭
に
も
明
る
さ
の
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
洋
子

留
守
の
間
に
根
方
に
生
へ
し
ひ
こ
ば

え
の
そ
の
勢
ひ
に
あ
や
か
ら
む
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
房
　
昭
子

ク
ラ
ス
会
に
て
ア
リ
ラ
ン
原
語
に
口

ず
さ
む
過
去
を
語
ら
ぬ
友
は
何
世
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
野
　
朝
香

病
む
部
屋
の
障
子
に
映
る
柿
の
枝
秋

陽
の
ゆ
ら
ぎ
影
絵
の
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
多
恵
子

男
の
孫
を
風
呂
に
入
れ
ら
る
る
も
今

の
内
夫
は
笑
ひ
つ
つ
幼
の
後
追
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

道
の
辺
に
山
茶
花
咲
き
て
通
院
の
長

き
を
思
う
幾
度
の
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
典
男

不
景
気
に
音
だ
け
弾
む
お
賽
銭

時
移
り
子
連
れ
成
人
ち
ー
ら
ほ
ら

家
族
皆
コ
ゲ
餅
か
じ
る
ど
ん
ど
焼
き

宝
く
じ
下
二
ケ
タ
で
夢
が
消
え

馬
鹿
で
な
い
証
拠
に
三
度
も
風
邪
を

引
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

柔
ら
か
い
気
持
ち
の
中
に
潜
む
刺

手
渡
さ
れ
ふ
と
触
れ
た
手
の
柔
ら
か
さ

ふ
っ
く
ら
と
母
の
自
慢
が
出
来
上
が
り

マ
ー
ク
さ
れ
こ
れ
か
ら
勝
負
プ
ロ
の
道

目
を
見
張
る
賞
に
輝
く
ノ
ー
マ
ー
ク

吉
富
漁
港
環
境
整
備
事
業

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
工
事

　
工
事
金
額
　
二
億
五
千
二
百
万
円

　
　
　
　
　
㈱
大
林
組
　
九
州
支
店

農
村
環
境
整
備
事
業
（
か
ん
が
い
排

水
）
　
幸
子
上
地
区
水
路
改
良
工
事

　
工
事
金
額
　
　
　
三
百
万
三
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
横
川
工
務
店

幸
子
吉
岡
線
道
路
改
良
工
事

　
工
事
金
額

　
　
　
五
百
九
十
六
万
八
千
二
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
組

農
村
環
境
整
備
事
業

界
木
地
区
水
路
改
良
工
事

　
工
事
金
額
　
四
百
八
十
万
九
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拓
伸
建
設
㈱

広
津
今
吉
線
水
路
改
良
工
事

　
工
事
金
額

　
　
　
　
百
七
十
五
万
三
千
五
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拓
伸
建
設
㈱

は
ず

と
げ

ど 
 

に
ち

ほ
た

を

さ
ざ
ん
か

工
事
入
札

結
果
報
告

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸

短
　
歌

川
　
柳
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〔
お
誕
生
お
め
で
と
う
〕

　
葛
葉
　
行
宣

　
　
　
　
一
起
ち
ゃ
ん
（
幸
子
団
地
）

　
花
田
　
信
博

　
　
　
　
充
希
ち
ゃ
ん
（
昭
　
　
和
）

　
大
下
　
重
臣

　
　
　
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
（
直
　
　
江
）

　
川
邉
　
夏
樹

　
　
　
　
龍
道
ち
ゃ
ん
（
今
　
　
吉
）

　
若
山
　
　
悟

　
　
　
祐
一
朗
ち
ゃ
ん
（
高
　
　
浜
）

　
村
上
　
博
英

　
　
　
　
暢
章
ち
ゃ
ん
（
喜
連
島
上
）

〔
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
〕

　
石
　
　
房
子
様
　
　
歳
（
幸
子
古
）

　
貞
岡
ス
ミ
子
様
　
　
歳
（
幸
子
上
）

　
中
島
マ
キ
ヱ
様
　
　
歳
（
昭
　
和
）

　
下
畑
久
須
夫
様
　
　
歳
（
喜
連
島
下

）

　
自
在
丸
陽
子
様
　
　
歳
（
昭
　
和
）

　
乙
女
フ
サ
子
様
　
　
歳
（
幸
子
上
）

　
　
　
（
１
月
　
日
受
付
分
ま
で
）

〔
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

　
野
依
　
晃
一
様
　
（
和
井

田
）

　
下
畑
　
勝
則
様
　
（
喜
連
島
下
）

　
石
角
　
邦
博
様
　
（
幸
子

古
）

　
中
島
　
哲
雄
様
　
（
昭
　
　
和
）

〔
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
〕

　
野
依
　
晃
一
様
　
（
和
井

田
）

　
中
島
　
哲
雄
様
　
（
昭
　
　
和
）

〔
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

　
四
点
式
支
持
杖

　
下
野
　
治
子
様
　
（
高
　
　
浜
）

79

88

14

83776284

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

寄

贈

お

礼

い
っ 

 

き

み
つ 

 

き

た
つ
み
ち

ゆ
う
い
ち
ろ
う

み
つ
ゆ
き

２年間で准看護師の受験資格が得られます。

あなたの優しさとエネルギーを看護に役立

てませんか

学校名　豊前築上医師会看護高等専修学校

所在地　豊前市大字八屋１５２２番地の２

ＴＥＬ　０９７９‐８２‐０６０７

　２次試験　日程

詳細については本校へ連絡してください

試験日

願書受付期間

試験科目

H.15年２月22日（土）

H.15.2/3～2/21

数学・国語・作文・面接

准看護学生２次募集

医療機関 実施日時

唐原内科クリニック

　22-0782

２月10日（月）・12日（水）
　　14日（金）

13：30～15：00◇17：00～18：00

時間

東 病 院

　22-2219

２月12日（水）・14日（金）

14：00～17：30

時間

佐本外科・整形外科医院

　25-2225

２月10日（月）・13日（木）
　　14日（金）

14：00～16：00

時間

中山内科医院

　23-5623

２月10日（月）・12日（水）
　　13日（木）・14日（金）

15：00～18：00

時間

《三種混合予防接種日程表》

　住宅金融公庫は、12月24日から「新特例（住宅ローン返済困難者対策）」を拡充しました。不況に
よる倒産・リストラで失業や収入減少となり、公庫融資の返済が苦しくなられた場合、返済方法の変
更として、返済期間を最長15年間延長できるなど、特例措置が拡充されました。詳細は、お問い合せ
下さい。

■問い合わせ先
　住宅金融公庫福岡支店　http://www.jyukou.go.jp/
　TEL　０９２‐７２２‐５０１１　FAX　０９２‐７１５‐１８０２

住宅金融公庫からのお知らせ
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子
ど
も
に
と
っ
て
、
か
ら
だ
を
使

っ
た
遊
び
は
運
動
の
面
か
ら
考
え
る

と
、
平
衡
感
覚
、
機
敏
性
、
器
用
性

な
ど
の
運
動
能
力
を
育
て
ま
す
。

　
で
も
、
一
番
大
切
な
の
は
子
ど
も

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
、
遊
び
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
、

　
飯
田
　
雪
月
ち
ゃ
ん
　
女

（
Ｈ
　
・
２
・
　
生
　
広
津
上
）

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
　
日

　
　
　
　
午
前
　
時
　
～
　
時

▼
場
所
　
吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
児
　
１
歳
以
上
の
幼
児
と
そ

　
　
　
　
の
保
護
者

　
福
田
　
滉
人
ち
ゃ
ん
　
男

（
Ｈ
　
・
2
・
　
生
　
幸
子
上
）

▼
申
し
込
み
　
２
月
　
日
ま
で
に
、

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
２
３
・
９
９
０
０

　
２
月
１
日
～
７
日
は
、
「
生
活
習

慣
病
予
防
週
間
」
で
す
。
が
ん
や
脳

卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の
病

気
は
、
長
年
の
よ
く
な
い
生
活
習
慣

が
重
な
っ
て
発
病
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
生
活
習

慣
改
善
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

▲

14

16

ゆ

づ
き

▲

14

20

ひ
ろ 

 

と

一
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

28

24

10

30

11

（金）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
の
お
知
ら
せ

生
活
習
慣
病

予

防

週

間

お　知　ら　せ
月 日 内　　容 時 間 と 場 所

２月５日(水) 健康相談 高浜公民館13：30～15：00

２月７日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

２月13日(木) 機能訓練教室 あいあいセンター9：30～12：00

２月14日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

２月21日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

〃 乳児健診 あいあいセンター13：30～14：30

２月24日(月) 介護家族健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

２月27日(木) 機能訓練教室 あいあいセンター9：30～12：00

２月28日(金) 健康相談 あいあいセンター10：00～12：00

〃 1歳6ヶ月児健診 あいあいセンター13：30～14：30

4か月児
7か月児（ ）

1歳6か月
～1歳8か月児（ ）

生活習慣病
予防の10か条

※17ページに三種混合予防接種日程表を
　掲載しています。

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り


